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 2050 年の脱炭素に向けた取組みの中で、蓄電池、水素燃料、太陽電池、CO2 回収といった電気

化学分野に直結した課題の重要性が益々高まっている。電解質溶液と電極の界面で起こる電気化

学反応について、これまで多くの電流-電圧計測が行われてきたが、界面の詳細については長らく

ブラックボックスであった。1980 年代の後半に電気化学走査トンネル顕微鏡(EC-STM)が開発され

たことで、電気化学反応が起きる電極表面

を実空間で観察できるようになり、電流-電

圧計測では分からなかった電極の形状変化

を追跡することが可能となった[1]。しかし

ながら、EC-STM では化学種の識別を行うこ

とができないため、不均一な界面で起こる

電気化学反応の詳細に迫ることは困難であ

った。そこで近年注目されているのが、近接場によって探針直下のラマン分光測定を行うことが

できる電気化学探針増強ラマン分光法(EC-TERS)である[2−6]。真空中での TERS 計測は進展が著

しく 1 分子内の振動分光マッピングまで可能となっている一方で、EC-TERS 測定では EC-STM と

しての観察機能とナノラマン分光の機能を高いレベルで両立するための手段が存在せず、分析ツ

ールとしては開発段階に留まっているのが現状である[7]。探針周囲の誘電率が異なる以外は真空

中と比較して原理的制約が存在しないことから、電気化学環境で近接場を有効活用するための方

法論の確立が急務と考えられる。本発表では、我々が開発している EC-TERS 装置の詳細について

述べた後、他グループも含めた現状や周辺技術の開発状況、今後の展望について紹介したい[8−13]。 
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Fig 1. (a) Schematic of EC-TERS. (b) Photograph of 
the EC-TERS cell and optical micrograph of the laser 
spot focused on the gap between the Au tip and the 
sample electrode.  
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